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1． 担当教員の専門分野(研究領域)・現在の研究テーマ 

専門分野は組織行動論および組織論です。近年はプロフェッショナルのキャリアダイナミクスを中心的な研究テー

マとしています。具体的には、第一に海外から日本へ移住して働くプロフェッショナルの人材のキャリア形成、第二

にジョブ型雇用への移行に伴う日本型標準キャリアモデルの変容について追究しています。これらを通じて、個人

のキャリアを「個人・組織・社会」という複層的なレベルから捉え直し、組織行動論・組織論における理論の発展に

寄与することを目指しています。 

 

2． 指導方針 

本研究指導では、主として質的研究法（定性的アプローチ）を用いた研究を指導します。インタビューやフィールド

ワーク等の質的調査手法の習得を支援し、学生各自が関心を持つ具体的なリサーチクエスチョンの解明を伴走し

ます。指導の全過程を通じて、理論的枠組みの構築と経験的現象の洞察が高度に調和するよう、丁寧なフィード

バックを行います。 

 

3． 学生に対する要望・その他 

学部時代に社会学、哲学、歴史学などの人文学・社会科学分野を専攻した、批判的思考力と豊かな探究心を持つ

学生を歓迎します。また、修士課程修了後に博士後期課程へ進学し、将来的に研究者の道を志す強い意欲を持

った学生との協働を心待ちにしています。 


